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【2026 年 10 月修正】 
 2025 年度 GHG 排出量の任意保証取得の過程において第三者機関からの指摘を受け、2025 年度 GHG
排出量を修正しました。修正内容および修正前後の数値は下表のとおりです。（2026 年 10 月に修正した
数値は赤字箇所になります） 
 
表：2026 年 10 月修正後 Scope 1、2 排出量 

Scope 1、2 排出量の主な修正内容 
・オフセット不可分の修正（Scope 1 増加） 
・一部生産拠点における購入蒸気量の修正等（Scope 2 増加） 
 
 
表：2026 年 10 月修正前 Scope 1、2 排出量 
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【2026 年 3 月修正】 
 クラレグループでは、カルゴン・カーボン社の新炭製造プロセスにおける副生 CO2 の算定精度向上に
向けて算定方法を見直しました。さらに、GHG 排出量に対する任意保証の取得準備の過程において第三
者機関より指摘を受けたことに鑑み、活動量データや排出係数の根拠をより正確なものに改善しました。
これに伴い、2024 年度より、クラレグループ GHG 排出量削減目標の基準年である 2021 年度まで遡り修
正を実施しました。修正結果および修正内容は下表に記載のとおりです。 
 
表：2026 年 3 月修正後 Scope 1、2 排出量修正の内訳 

Scope 1、2 排出量の主な修正内容 
・カルゴン・カーボン社の新炭製造プロセスにおける副生 CO2 の算定精度向上等（Scope 1 減少） 
・米国生産拠点における購入蒸気の排出係数の見直し、海外生産拠点における購入蒸気エネルギー単位
の修正等（Scope 2 増加） 
 
表：2026 年 3 月修正前 Scope 1、2 排出量 
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